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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.160 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
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こ
の
度
、
平
成
26
年
度
定
時
社
員
総
会
及
び
第
３
回
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、
南
山
英
雄
前
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
と
は
、
す
べ
て
の
道
民

の
永
年
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体

の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な

交
通
安
全
運
動
を
粘
り
強
く
実
施
し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
北

海
道
の
た
め
に
、
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
の
状
況
は
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
交
通
事
故
死
者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
11
年
連
続
で

回
避
し
、
８
８
９
人
に
達
し
た
昭
和
46
年
の
５
分
の
１
ま
で
減
少
し
た
と
は

い
え
、
未
だ
に
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

被
害
者
は
も
と
よ
り
加
害
者
に
と
り
ま
し
て
も
、
終
生
癒
さ
れ
る
こ
と
の
無

い
深
い
悲
し
み
、
絶
望
感
、
罪
悪
感
な
ど
の
精
神
的
苦
痛
や
多
大
な
経
済
的

損
失
を
背
負
い
な
が
ら
歩
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
こ
の
様
な
悲

惨
な
結
果
を
招
く
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
心
か
ら

願
う
も
の
で
す
。

交
通
事
故
を
な
く
す
に
は
、
何
よ
り
も
道
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
特
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
の
半

数
以
上
を
占
め
る
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
や
、
全
国
の
交
通
事
故
総
数

の
約
２
割
を
占
め
る
、
自
転
車
事
故
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
に
お
い
て
も
適

切
に
対
応
し
、
様
々
な
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
の
方
々
の
交
通

安
全
運
動
に
対
す
る
ご
労
苦
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
長
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（総会で主催者挨拶をする南山前会長）
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平
成
26
年
度
定
時
社
員
総
会

平
成
26
年
度
定
時
社
員
総
会
が
６
月
12
日
、

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
か
れ
ま
し
た
。

南
山
英
雄
会
長
の
挨
拶
の
後
、
山
谷
吉
宏
道

副
知
事
、
藤
井
祐
昭
道
警
本
部
交
通
部
長
に
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
御
来
賓
の
谷
藤
雅

人
道
教
育
委
員
会
教
育
次
長
を
ご
紹
介
し
、
加

藤
礼
一
道
議
会
議
長
か
ら
の
祝
電
を
披
露
し
ま

し
た
。

次
に
、
渡
邉
修
北
海
道
交
通
安
全
指
導
員
連

絡
協
議
会
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
で
は
、

１
報
告
３
議
案
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

役
員
の
改
選
で
は
、
理
事
30
名
と
監
事
２
名

を
選
任
し
、
総
会
後
の
理
事
会
で
、
新
し
く
会

長
に
堰
八
義
博
氏
、
筆
頭
副
会
長
に
吉
野
三
郎

氏
、
副
会
長
に
高
橋
道
夫
氏
、
時
田
昭
子
氏
、

山
口
幸
太
郎
氏
、
山
崎
一
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。（
新
体
制
下
段
）

ま
た
、
永

年
に
わ
た
り

本
委
員
会
の

役
員
と
し
て

ご
活
躍
い
た

だ
き
、
当
日

ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た

役
員
４
名
の

方
に
感
謝
状

の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

毎月 15 日は「道民交通安全の日」

平
成
25
年
度
事
業
報
告 

�

及
び
決
算
報
告

平
成
25
年
の
交
通
安
全
運
動
は
、市
町
村
を
は

じ
め
関
係
機
関
・
団
体
等
が
緊
密
に
連
携
し
、

「
高
齢
者
事
故
防
止
」、「
自
転
車
走
行
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
」、「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
」、「
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、「
飲
酒
運
転
根
絶
」、「
居
眠
り

運
転
防
止
」
及
び
「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」
の
７

大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
軸
と
し
た
通
年

運
動
や
４
期
40
日
の
期
別
運
動
、
交
通
安
全
の
日

の
運
動
、
特
別
対
策
な
ど
を
推
進
し
て
、
道
民
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
委
員
会
の
独
自
事
業
と
し
て
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
事
業
（
高
齢
者
と
共
存
し
た

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
実
演
会
の
開

催
）や
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業（
新
小
学

生
、
新
中
学
生
及
び
全
高
校
生
を
対
象
に
「
自

転
車
安
全
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
・
配

布
）
等
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
道
内
の
交
通
事
故
死
者
は
、
前

年
の
２
０
０
人
よ
り
16
人
少
な
い
１
８
４
人
で
、

昭
和
25
年
以
降
死
者
数
が
最
も
少
な
か
っ
た
平

成
23
年
の
１
９
０
人
を
さ
ら
に
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
多
く
の

道
民
の
生
命
が
交
通
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
て
い

る
実
態
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
交
通
事
故
死

者
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
現
状
や
自
転
車

に
よ
る
交
通
事
故
死
傷
者
が
全
体
の
１
割
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
道
の
近
年
の
交
通
事

故
の
要
因
の
分
析
や
発
生
実
態
を
検
証
し
、
各

種
の
交
通
安
全
運
動
を
道
民
総
ぐ
る
み
で
展
開

し
て
参
り
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会 

�
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平 成 2 5 年 度 決 算 報 告
貸借対照表の要旨（平成26年３月31日現在）� （単位：円）

資産の部 負債及び正味財産の部
流 　 動 　 資 　 産 9 , 7 6 7 , 2 2 3 流 　 動 　 負 　 債 2 , 0 7 1 , 9 2 0
固 　 定 　 資 　 産 3 8 1 , 4 3 0 , 2 8 0 固 　 定 　 負 　 債 1 1 , 5 9 2 , 6 9 1
　（特 　 定 　 資 　 産） （ 3 4 7 , 3 1 7 , 0 7 1 ） 負 　 債 　 合 　 計 1 3 , 6 6 4 , 6 1 1
　（そ の 他 固 定 資 産） （ 3 4 , 1 1 3 , 2 0 9 ） 指 定 正 味 財 産 3 3 4 , 5 3 1 , 8 6 7

　（うち基本財産への充当額） （ 0 ）
　（うち特定資産への充当額） （ 3 3 4 , 5 3 1 , 8 6 7 ）
一 般 正 味 財 産 4 3 , 0 0 1 , 0 2 5
　（うち基本財産への充当額） （ 0 ）
　（うち特定資産への充当額） （ 1 , 1 9 2 , 5 1 3 ）
正 味 財 産 合 計 3 7 7 , 5 3 2 , 8 9 2

合　　　計 3 9 1 , 1 9 7 , 5 0 3 合　　　計 3 9 1 , 1 9 7 , 5 0 3

南山前会長に感謝状を贈呈する堰八新会長
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北
海
道
交
通
安
全
母
の
会 

�

会
長
表
彰
及
び
通
常
総
会

６
月
３
日
、
札
幌
市
の

第
二
道
通
ビ
ル
で
北
海
道

交
通
安
全
母
の
会
通
常
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
総

会
に
先
立
ち
、
永
年
に
わ

た
り
交
通
安
全
運
動
の
推

進
に
功
績
の
あ
っ
た
交
通
安
全
母
の
会
会
員
10

名
（
当
日
出
席
８
名
）
に
田
西
喜
代
会
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
の
挨
拶
の
後
、
道
環
境
生

活
部
く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課
安
海
智
久
交

通
安
全
対
策
担
当
課
長
、
道
警
察
本
部
交
通
部

久
保
田
裕
之
管
理
官
、
道
推
進
委
員
会
中
村
照

男
筆
頭
副
会
長
か
ら
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
業
計
画
・
予
算
等
７
議
案
が
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会 

�

会
長
表
彰
及
び
通
常
総
会

５
月
22
日
、浦
河
町
総
合

文
化
会
館
で
北
海
道
交
通

安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会

通
常
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
永
年
交
通

安
全
活
動
を
行
い
、
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
交
通
安
全
指
導
員
及
び
多
年
に
わ

た
り
道
協
議
会
の
運
営
等
に
功
績
が
あ
り
退
任
し

た
役
員
に
、
渡
邉
修
会
長
か
ら
表
彰
状
及
び
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
後
、
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
議
事
で
は
、
３

報
告
３
議
案
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
26
年
度
事
業
計
画（
概
要
）

Ⅰ　

事
業
計
画
の
概
要

平
成
26
年
の
交
通
安
全
運
動
は
、
北
海
道
交

通
安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た
「
平
成
26

年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
推
進
方
針
」
で
、

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事

故
～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～
」
の
も

と
に
、
通
年
運
動
の
「
高
齢
者
事
故
防
止
」
を

は
じ
め
と
し
た
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
軸
と
し
て
、
引
き
続
き
各
種
事
業
を
積
極

的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
道
や
市
町
村

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
に

連
携
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果
的
な
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
７
月
に

策
定
さ
れ
た
「
第
９
次
北
海
道
交
通
安
全
計
画

（
平
成
23
年
～
平
成
27
年
）」
に
掲
げ
ら
れ
た

「
死
者
数
１
７
５
人
以
下
」、「
死
傷
者
数
の
確

実
な
減
少
」
を
目
標
に
掲
げ
、「
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
社
会
」
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
道
民
の
善
意
で
支
え
ら
れ
て
い
る
交

通
遺
児
育
英
事
業
に
つ
い
て
は
、
資
金
の
効
果

的
な
運
用
を
図
り
な
が
ら
、
遺
児
の
勉
学
に
必

要
な
資
金
の
無
利
子
貸
付
を
行
う
ほ
か
、
遺
児

を
取
り
巻
く
昨
今
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
状
況

に
鑑
み
、
平
成
25
年
度
か
ら
給
付
制
度
の
導
入

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
交
通
遺
児
の

皆
さ
ん
の
修
学
に
更
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
計
画

第
１　

自
主
交
通
安
全
推
進
事
業

�

（
公
益
目
的
事
業
１
）

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

（
１
）交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

（
２
）�交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

２　

調
査
・
研
究
事
業

（
１
）交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

（
２
）�デ
イ・ラ
イ
ト
事
業
の
点
灯
率
調
査

（
３
）交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

３　

広
報
事
業

（
１
）交
通
安
全
総
決
起
大
会
の
開
催

（
２
）�新
聞
紙
面
を
活
用
し
た
広
報
活
動

（
３
）ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
広
報
事
業

（
４
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
５
）交
通
安
全
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
啓
発

４　

表
彰
事
業（
交
通
安
全
の
顕
彰
）

（
１
）ゼ
ロ
運
動
顕
彰

（
２
）�指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

（
３
）母
の
会
会
員
表
彰

（
４
）一
般
表
彰

（
５
）業
務
貢
献
表
彰

第
２　

交
通
安
全
活
動
支
援
事
業

�
（
公
益
目
的
事
業
２
）

１　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

（
１
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
２
）デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
推
進
事
業

（
３
）�自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業
・

交
差
点
の
交
通
事
故
防
止
事
業

（
４
）期
別
運
動

（
５
）交
通
安
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

（
６
）交
通
安
全
啓
発
活
動
事
業

（
７
）幼
児
の
事
故
防
止
事
業

（
８
） 

市
町
村
広
報
活
動
の
支
援
事
業

２　

交
通
安
全
運
動
の
展
開

�

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
事
業
）

（
１
）シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

（
２
）ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

（
３
）飲
酒
運
転
根
絶
運
動

（
４
）居
眠
り
運
転
防
止

（
５
）交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

（
６
）特
別
対
策

３　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
３　

交
通
遺
児
育
英
事
業

�

（
公
益
目
的
事
業
３
）

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

（
１
）資
金
造
成
事
業

（
２
）奨
学
金
募
集
等
事
業

（
３
）広
報
啓
発
活
動
事
業

（
４
）称
賛
事
業

（
５
）奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

２　

特
例
奨
学
金（
給
付
金
付
き
）制
度

（
１
）�貸
付
を
受
け
た
奨
学
金
の
70
％
返

還
時
、残
り
30
％
を
本
委
員
会
か

ら
給
付
し
返
還
を
完
了
し
ま
す
。

（
２
）�返
還
期
間
は
、最
長
65
歳
に
達
す

る
月
ま
で
と
し
ま
す
。（
最
短
10
年
）

（
３
）�月
返
還
額
は
、原
則
５
、０
０
０
円

以
上
と
し
ま
す
。（
特
殊
事
情
は
、

協
議
し
ま
す
）

３　

作
文
募
集
事
業

第
４　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

�

（
そ
の
他
事
業
）

１　

地
区
活
動
の
充
実

２　

地
区
交
通
安
全
独
自
活
動
へ
の
支
援

３　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
５　

管
理
事
業（
法
人
会
計
）

田西会長渡邉会長
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お互いに　もてたらいいね　思いやり

［交通事故死ゼロを目指す日］4月10日（木）

実施期間 7月11日（金）～7月20日（日）実施期間 7月11日（金）～7月20日（日）

運動の
重点

［全道統一行動日］7月11日（金）セーフティコール

7月117月11実施期間 7月11日 金（金）～7 020～7月20日 ））（（（日）
夏の交通安全運動夏の交通安全運動平

成
26
年

❶子どもと高齢者の交通事故防止
❷速度の出し過ぎ、居眠りなど観光・レジャー型の交通事故防止
❸自転車・二輪車の交通事故防止

平
成
２６
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

�

～
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
～

４
月
７
日
、

道
庁
赤
レ
ン

ガ
東
門
周
辺

で
「
春
の
全

国
交
通
安
全

運
動
」
の
全

道
統
一
行
動

日
（
セ
ー
フ

テ
ィ
コ
ー

ル
）
に
、
道

職
員
等
に
よ

る
街
頭
啓
発

を
実
施
し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
、
手

旗
及
び
横
断
幕
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
広
報
Ｃ

Ｄ
を
流
し
、
通
過
車
両
や
歩
行
者
に
対
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
に 

�

「
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

４
月
10
日
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

に
、
自
転
車
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た
「
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
＆
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
、
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
１
階
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
始
式
の
後
、
大
通
西
１
丁
目
か
ら
西
４
丁

目
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ゼ

ロ
」
等
の
啓
発
物
を
配
布
し
、「
ゼ
ロ
の
日
」
の

周
知
と
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

道
民
交
通
安
全
の
日
街
頭
啓
発

毎
月
15
日
の
「
道
民
交
通
安
全
の
日
」
に
街

頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら
毎
月
15
日
を

道
民
交
通
安
全
の
日
と
定
め
、
道
民
総
ぐ
る
み

で
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
行
事
に
参
加
す
る

等
、
日
常
の
中
に
交
通
安
全
意
識
が
定
着
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
対
策
七
者

連
絡
会
議
が
主
体
と
な
り
、
旗
の
波
運
動
等
の

街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
道
行
く
人
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

◦
４
月
15
日　

‌�

北
海
道
交
通
安
全
協
会
前
歩
道
、

ダ
イ
エ
ー
琴
似
店
前
交
差
点

◦
５
月
15
日　

北
海
道
交
通
安
全
協
会
前
歩
道

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
「
自
転
車
安
全

日
」
に
、
札
幌
市
内
各
地
で
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
差
点
等
に
お
い
て
、
警
察

官
や
各
関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
等
に
よ
り
歩

道
走
行
そ
の
他
違
法
行
為
を
し
て
い
る
自
転
車

に
対
す
る
指
導
警
告
や
自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー

の
取
付
け
及
び
夜
光
反
射
材
の
貼
付
を
実
施
し
、

自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
の
防
止
や
交
通
ル

ー
ル
の
周
知
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◦
５
月
２
日　

Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
北
口
周
辺

◦
６
月
６
日　

ダ
イ
エ
ー
琴
似
店
周
辺

◦
６
月
20
日　

西
友
元
町
北
二
十
四
条
店
周
辺
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いい老後　元気生きがい　交通安全

� （敬称略）
【交通安全運動支援資金】

■寄附（1口）　
住　所 団　体　名 金額（円）

５月 石狩市 北海道丸和桃太郎親睦会 59,676 

【交通遺児育英資金】
■寄附（1口）　

住　所 氏　　　名 金額（円）
４月 札幌市 植村　泰也 2,000 

■一般募金（5口）	�
住　所 団　体　名 金額（円）

３月 札幌市 伊藤組土建株式会社 10,000 
室蘭市 室蘭地方中古自動車販売協会 20,000 

４月 雨竜町 雨竜町交通安全推進委員会 13,300 

５月 岩見沢市 一般社団法人空知建設業協会 265,000 
七飯町 函館カスタムカー愛好会 15,511 

■羽根募金（1口）
団　体　名 金額（円）

５月 滝川市交通安全母の会連絡協議会 54,767

　皆様からのご支援
　　ありがとうございました。

5月9日　一般社団法人空知建設業協会

4月
5000日▶�積丹町

4000日▶�音威子府村

2000日▶�上ノ国町

1500日▶�大空町、津別町

1000日▶�東川町、和寒町、
幌延町

  700日▶�南幌町、雄武町、�
士幌町、鹿追町、�
大樹町

  500日▶�寿都町、森町、�
鶴居村

  300日▶�芦別市、千歳市

  200日▶�小樽市

5月
2500日▶�新篠津村

2000日▶�ニセコ町、泊村

1000日▶�羽幌町、豊富町、
足寄町

  700日▶�三笠市、鷹栖町、�
利尻富士町

  500日▶�知内町、弟子屈町

  300日▶�士別市

6月
2500日▶�松前町、猿払村、

興部町

1000日▶�中川町、湧別町

  700日▶�沼田町、当別町

  500日▶�小清水町

  300日▶�岩見沢市、留萌市

  200日▶�釧路市

西
興
部
村�

�

７
、０
０
０
日
達
成

４
月
６
日
、
西
興
部
村

公
民
館
で
、
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
７
、０
０
０
日
達
成

記
念
住
民
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
の
日
が
、
平
成

７
年
１
月
31
日
か
ら
始
ま

り
平
成
26
年
３
月
31
日
で

７
、０
０
０
日
を
達
成
し

た
こ
と
を
祝
し
、
本
委
員

会
会
長
か
ら
表
彰
状
と
楯

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

西
興
部
村
の
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
日
数
が
現
在
継
続

中
の
北
海
道
内
の
最
長
記

録
と
な
っ
て
お
り
、
過
去

に
泊
村
で
記
録
し
た
８
、

３
５
６
日
に
続
い
て
２
番

目
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

音
威
子
府
村�

�

４
、０
０
０
日
達
成

４
月
15
日
、
音
威
子
府

村
公
民
館
で
、
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
４
、０
０
０
日
達

成
記
念
住
民
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
内
の
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
の
日
が
、
平

成
15
年
４
月
27
日
か
ら
始

ま
り
平
成
26
年
４
月
８
日

で
４
、０
０
０
日
を
達
成

し
た
こ
と
を
祝
し
、
本
委

員
会
会
長
か
ら
表
彰
状
と

楯
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

古　

平　

町�
�

３
、０
０
０
日
達
成

４
月
18
日
、
古
平
町
役

場
で
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

３
、０
０
０
日
達
成
の
表

彰
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
の
日
が
、
平
成

18
年
１
月
10
日
か
ら
始
ま

り
平
成
26
年
３
月
28
日
で

３
、０
０
０
日
を
達
成
し

た
こ
と
を
祝
し
、
本
委
員

会
会
長
か
ら
表
彰
状
と
楯

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

積　

丹　

町�
�

５
、０
０
０
日
達
成

５
月
13
日
、
積
丹
町
役

場
で
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

５
、０
０
０
日
達
成
の
表

彰
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
の
日
が
、
平
成

12
年
８
月
16
日
か
ら
始
ま

り
平
成
26
年
４
月
24
日
で

５
、０
０
０
日
を
達
成
し

た
こ
と
を
祝
し
、
本
委
員

会
会
長
か
ら
表
彰
状
と
楯

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 交 通 事 故 死 ゼ ロ 日 数 顕 彰 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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思いやり　乗せてゆっくり　ふむペダル

「
鮮
や
か
に
人
と
自
然
が
輝
く
〜
羊
蹄

中
核
都
市
〜
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
倶
知

安
町
は
雄
大
な
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
の

麓
に
位
置
す
る
人
口
約
１
５
、０
０
０
人

の
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

独
特
の
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
ク
ッ
シ

ャ
ニ
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。「
ク

ッ
シ
ャ
ニ
」
は
尻
別
川
支
流
、
倶
登
山

（
く
と
さ
ん
）
川
の
旧
名
。「
ク
ッ
シ
ャ

ニ
」
は
「
ク
ッ
・
シ
ャ
ン
・
イ
」
で
「
く

だ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
流
れ
出
る
・
と
こ

ろ
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ッ
シ

ャ
ニ
が
ク
ッ
チ
ャ
ン
（
倶
知
安
）
と
な
っ

て
地
名
と
な
り
ま
し
た
。

初
夏
に

は
広
大
な

ジ
ャ
ガ
イ

モ
畑
に
愛

ら
し
い
薄

紫
の
花
が

咲
き
、
壮

大
な
羊
蹄

山
を
背
景

に
美
し
い

景
色
が
広
が
り
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
楽
し
み
の
多
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
特
に
夏
期
は
、
水
量
豊
か
な
尻

別
川
の
川
下
り
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
盛
ん
で
す
。
冬
期
は
、
そ
の
雪
質
と
豊

富
な
雪
量
か
ら
東
洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

（
ス
イ
ス
）
と
い
わ
れ
る
ニ
セ
コ
・
グ
ラ

ン
・
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場
が
、
日
本
全
国
・

国
際
的
に
も
知
名
度
を
高
め
、
世
界
各
国

か
ら
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
ら
が
訪
れ
大
変
な
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

美
し
い

自
然
の
な

か
を
駆
け

抜
け
る
ニ

セ
コ
ク
ラ

シ
ッ
ク
や
、

山
麓
な
ら

で
は
の
ア

ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
あ
る

コ
ー
ス
を

駆
け
上
げ

る
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
な
ど
の
自
転

車
レ
ー
ス
に
は
、
多
く
の
参
加
者
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
訪
れ
、
町
の
交
通
指
導
員
も
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
は
安
全
確
保
の
た
め

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

町
内
イ
ベ
ン
ト
の
福
祉
ま
つ
り
で
は
、

高
齢
者
に
向
け
た
夜
光
反
射
材
の
配
付
を

行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
た
安
全
意
識

啓
発
の
活
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

町
の
中

心
を
物
流

の
要
と
な

る
国
道
５

号
線
が
通

っ
て
お
り
、

大
型
車
両

を
は
じ
め

と
す
る
多

く
の
往
来

が
あ
り
ま

す
。
こ
れ

ら
の
車
両

や
通
行
人

へ
の
啓
発

活
動
と
し
て
、
毎
月
15
日
に
町
内
各
所
で

旗
波
作
戦
を
展
開
し
、
安
全
啓
発
物
品
の

配
布
な
ど
を
通
し
て
運
転
者
・
同
乗
者
へ

の
事
故
防
止
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
民
間
の
事
業
所
に
お

い
て
独
自
に
旗
波
作
戦
を
展
開
し
て
い
る

企
業
が
あ
る
な
ど
、
町
を
挙
げ
て
の
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

無
事
故
の
日
（
６
月
25
日
）
に
は
町
内
食

料
品
店
前
で
の
地
元
特
産
品
の
じ
ゃ
が
い

も
配
付
に
よ
る
啓
発
活
動
や
、
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
に
も
旗
波
作
戦
を
行
う
な
ど
、
各

団
体
に
よ
る
独
自
の
活
動
な
ど
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
交
通
安
全
運

動
期
間
中
に
は
薄
暮
時
に
パ
ト
ラ
イ
ト
作

戦
を
展
開
し
、
注
意
喚
起
に
努
め
て
い
ま

す
。毎

年
、
新
年
度
に
は
町
内
に
５
か
所
あ

る
小
学
校
の
新
入
学
児
童
へ
、
マ
ス
コ
ッ

ト
や
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
な
ど
の
記
念
品
の

贈
呈
を
行
い
、
地
域
警
察
署
と
の
協
力
の

も
と
、
交
通
安
全
講
話
を
子
供
た
ち
に
向

け
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
町
内

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
や
高
齢
者
団
体
へ

向
け
て
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
園

児
・
児
童
・
生
徒
や
高
齢
者
へ
の
交
通
ル

ー
ル
の
指
導
や
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
11
月
14
日
よ
り
１
、９
３
５

日
間
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
４
日
に
起
き
た
、

痛
ま
し
い
高
齢
者
の
死
亡
事
故
を
受
け
て
、

今
年
度
は
高
齢
者
へ
の
交
通
事
故
防
止
を

重
要
目
標
に
掲
げ
、
町
ぐ
る
み
で
さ
ら
な

る
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

倶
知
安
町

（
後
志
総
合
振
興
局
）

町
を
挙
げ
て
の
交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み
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にっぽんを　じまんしようよ　事故ゼロで

地域交通安全実践活動ニュース
新ひだか町 
�「ピカッ！と25000人運動」
� 日高地区交通安全推進協議会
新ひだか町では、平成26年4月から、

「ピカッ！と25000人運動」と称し、反射
材の着用を全町ぐるみの運動として展開
しています。
この運動を始めたきっかけは、平成25

年12月、道路を横断していた高齢の女性
歩行者2名が死亡するという痛ましい事
故が発生してしまいました。事故発生時
は日没後で、薄暮、路面が濡れていたた
め、高齢の女性ドライバーからは歩行者
が非常に見えにくい状況で起きた事故で
した。この事故を受け、夜間歩行する時
に町民皆が反射材を着用できるように、
全戸にリストバンド型の反射材を配布す
ることにしました。
この運動を広めるために、反射材着用

者に対する「事故見舞金の上乗せ支給制
度」やこの運動の協賛店を募集し「反射
材着用の来店者に
対する独自サービ
スの提供」を開始
しました。この運
動の輪が広まり、
悲惨な交通事故が
少しでも減るよう
願っています。

交通安全推進員の声

思
い
や
る
心

先
日
、
電
車
の
中
で
向
か
い

に
座
っ
て
い
た
ど
こ
か
の
女
子

高
校
生
が
、
自
分
の
前
に
立
っ

た
お
年
寄
り
に
、
も
じ
も
じ
し

て
い
ま
し
た
が
、「
ど
う
ぞ
」
と

言
っ
て
席
を
譲
る
光
景
を
見
ま

し
た
。
お
年
寄
り
や
体
の
弱
い

人
に
は
席
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

と
書
い
て
あ
る
の
だ
か
ら
当
然

の
こ
と
だ
、
と
い
う
人
が
い
ま

す
が
ど
う
も
、
こ
の
当
然
の
こ

と
が
当
然
に
で
き
な
い
よ
う
に

な
っ
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。

思
い
や
り
の
心
と
い
う
の
は
、

自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
や

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

車
や
自
転
車
の
運
転
で
も
、

無
理
な
車
間
距
離
の
と
り
方
、

追
い
越
し
や
一
時
停
止
を
し
な

い
等
、
周
り
の
迷
惑
を
顧
み
な

い
運
転
を
し
て
い
る
人
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
人
は
誰
で
も
、

違
っ
た
環
境
で
育
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
物
事
に
対
す
る
価
値

や
状
況
判
断
は
、
微
妙
な
点
で

は
異
な
る
の
が
普
通
と
思
い
ま

す
が
、
常
に
、
そ
の
時
点
で
の

状
況
を
よ
く
判
断
し
、
ど
の
よ

う
な
運
転
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
を
考
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
規
則
が
あ
る
か
ら

守
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
相

手
を
尊
重
し
な
が
ら
「
思
い
や

る
心
」
を
心
掛
け
る
。
そ
の
ほ

う
が
心
豊
か
に
優
し
い
運
転
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

空知地区

遠 田 利 夫

わ
た
し
の
安
全
運
転

釧
路
市
の
海
岸
地
域
で
は
新

緑
の
５
月
末
に
な
っ
て
も
気
温

が
低
く
日
中
で
も
寒
く
感
じ
る

日
が
多
い
で
す
。

こ
の
地
域
に
住
む
私
は
、
毎

年
６
月
に
な
る
と
暖
か
さ
を
求

め
マ
イ
カ
ー
で
２
泊
程
で
道
内

へ
小
旅
行
へ
出
か
け
ま
す
。

運
転
に
疲
れ
た
ら
車
か
ら
降

り
て
思
い
っ
き
り
背
伸
び
を
し
、

深
呼
吸
を
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
か
ら
又
ハ
ン
ド
ル
を
握
り

ま
す
。

昨
年
は
函
館
、
松
前
、
洞
爺

方
面
を
走
り
、
天
気
も
快
晴
で

し
た
。
今
年
も
道
南
方
面
に
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

釧
路
で
も
道
東
自
動
車
道
の

延
長
工
事
が
進
ん
で
き
て
お
り
、

私
は
こ
の
道
路
を
よ
く
利
用
し

ま
す
。

信
号
が
な
く
（
あ
た
り
ま

え
）
車
の
通
行
量
も
少
な
く
前

方
遠
く
に
日
高
の
山
々
が
見
え

快
適
な
の
で
す
が
、
追
越
し
車

線
が
な
い
片
側
１
車
線
道
路
で

は
、
す
ぐ
に
後
ろ
に
車
が
繋
が

り
ま
す
。
気
に
掛
け
な
い
よ
う

に
同
じ
ペ
ー
ス
で
走
行
し
て
い

る
の
で
す
が
、
や
は
り
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
「
車
間
距
離
、
そ

ん
な
に
詰
め
た
ら
、
あ
か
ん
距

離
」「
お
互
い
に
も
て
た
ら
い

い
ね
、
思
い
や
り
」（
Ｈ
26
交
通

標
語
引
用
）
標
語
の
と
お
り
、

わ
た
し
は
車
を
パ
ー
キ
ン
グ
に

入
れ
後
続
車
に
先
を
行
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
背
伸
び
を

し
て
、
深
呼
吸
し
て
ま
た
走
り

出
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
気
持
ち
に

ゆ
と
り
が
で
き
る
と
考
え
、
今

年
も
事
故
に
あ
わ
な
い
、
起
こ

さ
な
い
よ
う
旅
行
を
楽
し
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

釧路地区

土 田 裕 之

リストバンドを配布する町サポート大使を
務めるこんぶマンやこぶねちゃん
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石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

共和町では、４月23日から25日にかけて町内３小学校で交
通安全青空教室が開催されました。児童は、警察官から横断歩
道の渡り方や、自転車の乗り方、車の内輪差について教えてい
ただき、交通安全青空教室で学んだことを活かし、車からの安
全確認に心がけて生活することを誓っていました。

平取町交通安全推進委員会では、毎年5月と9月に二風谷自
治会、子ども会、門別警察署と連携し「交通安全テント作戦」
を実施しています。
ドライバーに啓発資材と町特産のトマトジュースを配布し

て、「交通事故防止と交通安全」等を呼びかけています。

後志地区�����������������������������������������������������������共和町 日高地区�����������������������������������������������������������平取町

中富良野町内の各小学校（6校）は、町生活安全推進協議会、
交通安全指導員、中富良野駐在所の指導の中、「交通安全青空
教室」を実施しました。青空教室では、横断歩道の渡り方や大
型自動車による死角体験と巻き込み実験などが行われました。
子供たちは事故の恐ろしさや命の大切さについて学び「交通ル
ールを守り絶対事故には遭わない、自分の命は自分で守る」こ
とを誓いました。

釧路市では、春の全国交通安全運動（6日〜15日）を前に、
4月4日、釧路市観光国際交流センターで合同出動式が開催さ
れ、関係機関約300名が参加し、交通事故防止への決意を新た
にしました。
釧路市長、釧路警察署長、釧路総合振興局長が挨拶に立ち、

「交通事故は人災であり撲滅はもっと可能」「子供と高齢者の交
通事故防止」「関係機関が連携協力を」とお願いし、最後に武
修館高校の生徒が安全宣言を行いました。

上川地区�����������������������������������������������������中富良野町 釧路地区�����������������������������������������������������������釧路市


